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要約 

Wells (1995) の඲⯡性不Ᏻ障ᐖ(Generalized Anxiety Disorder: GAD) のメタ認知モデルでは，࢞ࢿ

なメタ認知的信念の活性໬が，その発症要因として重要であるとされている。しかし，誰もがᢪくࣈ࢕ࢸ

とされる「タࣉ࢖ 1」の心配からどのようにこの信念が活性໬するのか検討した研究は見ᙜたらない。そ

こで，本研究では௨ୗの 2 つを検討することを目的とした。➨ 1 に思考制御のᚲ要性に㛵する信念という

変数をモデルෆに⤌ࡳ㎸ࡳ，この信念が「タࣉ࢖ 1」の心配からࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念への活性໬

に及ぼす影響性を検討することを目的とした。➨ 2 に，GAD 傾向によって思考制御のᚲ要性に㛵する信

念の影響性が変໬するのかどうかを検討することを目的とした。᪂たに作成したモデルに従って，GAD
傾向ప群，㧗群にศけて多ẕ㞟ᅋ同時ศᯒを行った結果，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念からタࣉ࢖ 2 の心

配へのࣃスಀ数においてのࡳ群間で᭷意差が示された。したがって，思考制御のᚲ要性に㛵する信念から

ࣉ࢖なメタ認知的信念から「タࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ，なメタ認知的信念への影響性よりもࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ 2」の心配へ

の影響性が GAD 傾向の程度に影響を୚えることが示唆された。 
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問題࡜┠ⓗ 

 

඲ ⯡ 性 不 Ᏻ 障 ᐖ  (Generalized Anxiety 
Disorder: GAD) とは，過ぬ㓰や㌟体症状に㛵

連したᴟ度の不Ᏻ，⥭張によって特徴づけられ

る，6 ࢝᭶௨上にわたって心配が⥅続する障ᐖ

である (Wittchen, 2002)。心配とは「࢕ࢸ࢞ࢿ

メ࣮࢖な᝟⥴をకった，制御の難しい思考やࣈ

 ,の連㙐」と定義され (Borkovec, Robinsonࢪ
Pruzinsky, & Depree, 1983)，GAD 患者は，心

配に㛵するメタ認知的信念を持っていることが

示されている (Wells, 1995)。心配に㛵するメタ

認知的信念とは，心配の機能や性㉁に対する捉 
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え᪉を意࿡しており，࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメタ認知的

信念とࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念にศけられ，

๓者には「心配することは問題対処にᙺ立つ」，

ᚋ者には「心配はࣥࢥト࣮ࣟルできない」➼が

ྵまれる。GAD のメタ認知モデル  (Wells, 
1997) によると，GAD 患者において，࣏ ࢕ࢸࢪ

なメタ認知的信念に基づいた誰にでも認めらࣈ

れる「タࣉ࢖ 1」の心配にຍえて，心配に㛵す

るࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念が活性໬する。

そして，心配に対する心配 (「タࣉ࢖ 2」の心配) 
を行うようになり，これが GAD の発症及ࡧ⥔

持要因となっているとされている。ඛ行研究に

おいても，GAD 患者と GAD 患者ではない㧗不

Ᏻ者の差異を検討した結果，GAD 患者の᪉が心

配に㛵するࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念をより

強く᭷していた (Ruscio & Borkovec, 2004)。こ
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Abstract 
 

Mothers of children with developmental disorders often become overfocused on 
self-attention and such psychological burdens can lead to depression. However, limited 
studies have focused on the metacognitive factors of mothers that promote such 
self-attention. Therefore, this study develops a metacognitive beliefs questionnaire for 
mothers of children with developmental disorders through a twofold approach. First, 
semistructured interviews were conducted to form the basis of the original item. Second, 
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inventory survey, which was followed by a correlation analysis. The results show that 
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negative metacognitive beliefs about two factors: worry and rumination. In the future, I 
will conduct an investigation regarding the metacognitive beliefs about stress based on 
the concept that it can also influence depression. 
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のように，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念の活性

໬が GAD の発症に影響を୚えていることが᫂

らかにされているが，「タࣉ࢖ 1」の心配からࢿ

なメタ認知的信念の活性໬までの過程ࣈ࢕ࢸ࢞

に㛵わる変数のヲ⣽を示した研究は見ᙜたらࡎ，

それを᫂らかにすることは GAD 発症を予防す

るための一ຓとなると考えられる。ここで，心

配に㛵するࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念の制御

不能性に㛵連した信念として「思考制御のᚲ要

性に㛵する信念  (The belief about need to 
control thougths)」がᣲࡆられる (Wells & 
Cartwright-Hatton, 2004)。例えば「自ศの考

えは常にࣥࢥト࣮ࣟルしていなければならない」

といったものがྵまれる。思考制御のᚲ要性に

㛵する信念は精神⑓⌮に㛵連するメタ認知的信

念の一✀であり� 思考を抑制しようとする㝿に

かえって㏫説的なຠ果を生ࡳฟしてしまう信念

とされている (Cartwright-Hatton & Wells, 
1997)。また，心配に㛵するࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認

知的信念は，メタ認知⌮ㄽではタࣉ࢖ 2 の心配

をᘬき㉳こし，その結果不Ᏻ症状を増ຍさࡏた

り㛗ᘬかࡏたりすることが᫂らかにされている。

このように，どちらも制御性に㛵する一✀のࢿ

 なメタ認知的信念であることからࣈ࢕ࢸ࢞
(Wells & Carter, 2001)，「タࣉ࢖ 1」の心配が生

じた㝿にこの信念が強まると，「ࣥࢥト࣮ࣟルし

なくてはならないのにできない」といった制御

不能性や༴㝤性に㛵するࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知

的信念が強められると考えられる。したがって，

「タࣉ࢖ 1」の心配から思考制御のᚲ要性に㛵

する信念を経て，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念

の活性໬に至るࢭࣟࣉスを᝿定することができ，

GAD 傾向の㧗い人のメタ認知モデルのࢭࣟࣉ

スと GAD 傾向のపい人のモデルのࢭࣟࣉスの

㐪いが，GAD の発症・⥔持に影響を୚えている

ྍ能性がある。 

௨上のことから，本研究では➨ 1 に，GAD の

メタ認知モデルにおける「タࣉ࢖ 1」の心配と

なメタ認知的信念の間に思考制御のࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ

ᚲ要性に㛵する信念を⤌ࡳ㎸ࢇだሙྜ，モデル

の適ྜ度が㧗まるのかどうか検討することを目

的とした。➨ 2 に，上グのメタ認知モデルにお

ける変数間の㛵連性が，調ᰝ対㇟者の GAD 傾

向の㧗పによってどのように異なるのかを検討

することを目的とした。これに基づき，௨ୗの

仮説を立てることとする。 
仮説 1. 思考制御のᚲ要性に㛵する信念を⤌

だメタ認知モデル (Figure 1) を作成しࢇ㎸ࡳ

たとき，༑ศな適ྜ度がᚓられる。仮説 2. 「タ

ࣉ࢖ 1」の心配から思考制御のᚲ要性に㛵する

信念を経てࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念の活性

໬に至るࢭࣟࣉスの進ࡳ᪉は，GAD 傾向の㧗ప

に影響を୚えている。したがって，Figure 1 に

おいて，GAD 傾向ప群，㧗群でẚ㍑した結果，

Figure 1 におけるኴ⥺▮༳の㒊ศ (「タࣉ࢖ 1」
の心配から思考制御のᚲ要性に㛵する信念，思

考制御のᚲ要性に㛵する信念からࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな

メタ認知的信念の 2 つの㒊ศ) において群間に

᭷意差が示される。 
なお，本研究は大学生を対㇟に調ᰝを行った

ものである。一⯡に，非⮫ᗋࣉࣥࢧルにおいて

は，⮫ᗋࣉࣥࢧルにẚべると精神症状の程度は

軽いが，疾患の予防という観Ⅼからすると軽症

のࣉࣥࢧルを対㇟とした研究もᚲ要とᣦ᦬され

ている (ᆏ本, 2007)。また，GAD 症状について

は，⮫ᗋࣉࣥࢧルと非⮫ᗋࣉࣥࢧル間の連続性

がඛ行研究で支持されているため (Ruscio & 
Borkovec, 2004)，本研究においても非⮫ᗋ群で

ある大学生を対㇟に調ᰝを行った。 
 

᪉ ἲ 

 

調ᰝ対㇟者 

早稲田大学人間科学㒊に㏻学する学生 518 ྡ

を対㇟に㉁問⣬調ᰝを実᪋した。ᅇ཰した調ᰝ

デ࣮タからグ入₃れ➼のあったものを㝖እし，

᭷ຠᅇ⟅ 238 ྡ (男性 96 ྡ，ዪ性 142 ྡ: ᖹᆒ

ᖺ㱋 20.16 ṓ, SD = 1.32, ᭷ຠᅇ⟅⋡ 46.20 %) 
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をศᯒの対㇟とした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 1 作成したモデルᅗ 
 

調ᰝᮦᩱ  
(1)GAD-7 日本ㄒ∧ (ᮧ松・宮岡・上ᓥ・ᮧ松・

ᕸ᪋・ྜྷᕊ・✑ᆏ・ஂὠ見・┿ᓥ・∦᱒・ᮧ上・

Ύ野・田中・成田・Ⲩᕝ・Ḉ஭・⸨ᮧ・㤿ሙ, 2010): 
GAD 傾向者ప群，㧗群に群ศけするために用い

た。GAD 傾向を 定することができる。7 㡯目

4 ௳ἲでᵓ成され，㧗い信㢗性とጇᙜ性を᭷し

ている。 
(2)Penn State Worry Questionnaire 日本ㄒ∧ 
(PSWQ; 本岡・松見・ᯘ, 2009): እ的ฟ᮶事，

♫఍的なᠱ念，㌟体的健ᗣのᠱ念などの඲⯡的

な心配を意࿡する，「タࣉ࢖ 1」の心配を 定す

るために用いた。16 㡯目 5 ௳ἲでᵓ成され，㧗

い信㢗性とጇᙜ性を᭷している。  

(3)Metacognitive Questionnarie-30 日本ㄒ∧ 
(MCQ-30; ᒣ田・㎷, 2007): ࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメタ

認知的信念，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念，思

考制御のᚲ要性に㛵する信念を 定するために

用いた。30 㡯目 4 ௳ἲでᵓ成され，㧗い信㢗性

とጇᙜ性を᭷している。 

(4)Meta-Worry Questionnaire (MWQ; Wells, 
2005): 心配することを心配することを意࿡す

る，「タ2ࣉ࢖」の心配を 定するために用いた。

本研究においては，Wells (2009) の⩻ヂ∧であ

る ⇃野・௒஭・ቃ (2012) にᥖ㍕された日本ㄒ

ヂを౑用した。 
ᡭ続き  
本調ᰝは，早稲田大学ᡤἑ࢟ࣕࣥࣃスのᩍሙに

おいて，ㅮ義⤊஢ᚋの時間にཷㅮ生に㉁問⣬を

配ᕸした。 

ศᯒᡭ続き 

AMOS5 を用いて，ඹศᩓᵓ㐀ศᯒと多ẕ㞟ᅋ

同時ศᯒを行った。 

೔⌮的配៖ 

本研究は，早稲田大学「人を対㇟とする研究に

㛵する೔⌮ጤဨ఍」のᑂᰝとᢎ認をᚓて行われ

た (ᢎ認␒ྕ: 2013-098)。  

 

⤖ ᯝ 

 
1㸬本研究で作成したモデルのྫྷ࿡ 
本研究で᪂たに作成するモデルを検討するた

めにඹศᩓᵓ㐀ศᯒを行った。モデル適ྜ度の

ᣦᶆとして，GFI (Goodness of Fit Index), 
AGFI (Adjusted GFI), RMSEA (Root Mean 
Square Error of Approximation) を用いた。一

⯡的に，GFI と AGFI は 1.00 に㏆い್をྲྀる程

ᮃましいとされ，RMSEA は 0.050 ௨ୗであれ

ばᙜてはまりがⰋく，0.100 ௨上であればᙜて

はまりがⰋくないとされる (ᑠሷ，2007)。モデ

ルの適ྜ度を⟬ฟした結果，このモデルのጇᙜ

性はపいとุ᩿した (GFI = .86, AGFI = .64, 
RMSEA = .27)。そこで，᪂たに࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメ

タ認知的信念と思考制御のᚲ要性に㛵する信念

の間にࣃスをᘬいたモデルᅗを作成し，෌ࡧඹ

ศᩓᵓ㐀ศᯒを行った。モデルの適ྜ度を⟬ฟ

した結果，༑ศではないが概ねチᐜできる結果

がᚓられた (GFI = .93, AGFI = .78, RMSEA 
= .20)。したがって，このモデルを௨㝆のศᯒに

タࣉ࢖ 1 の心配 

思考制御のᚲ要性に㛵する

信念 

タࣉ࢖ 2 の心配 

 なࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ
メタ認知的信念 

 なࣈ࢕ࢸࢪ࣏
メタ認知的信念 

 

 

のように，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念の活性

໬が GAD の発症に影響を୚えていることが᫂

らかにされているが，「タࣉ࢖ 1」の心配からࢿ

なメタ認知的信念の活性໬までの過程ࣈ࢕ࢸ࢞

に㛵わる変数のヲ⣽を示した研究は見ᙜたらࡎ，

それを᫂らかにすることは GAD 発症を予防す

るための一ຓとなると考えられる。ここで，心

配に㛵するࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念の制御

不能性に㛵連した信念として「思考制御のᚲ要

性に㛵する信念  (The belief about need to 
control thougths)」がᣲࡆられる (Wells & 
Cartwright-Hatton, 2004)。例えば「自ศの考

えは常にࣥࢥト࣮ࣟルしていなければならない」

といったものがྵまれる。思考制御のᚲ要性に

㛵する信念は精神⑓⌮に㛵連するメタ認知的信

念の一✀であり� 思考を抑制しようとする㝿に

かえって㏫説的なຠ果を生ࡳฟしてしまう信念

とされている (Cartwright-Hatton & Wells, 
1997)。また，心配に㛵するࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認

知的信念は，メタ認知⌮ㄽではタࣉ࢖ 2 の心配

をᘬき㉳こし，その結果不Ᏻ症状を増ຍさࡏた

り㛗ᘬかࡏたりすることが᫂らかにされている。

このように，どちらも制御性に㛵する一✀のࢿ

 なメタ認知的信念であることからࣈ࢕ࢸ࢞
(Wells & Carter, 2001)，「タࣉ࢖ 1」の心配が生

じた㝿にこの信念が強まると，「ࣥࢥト࣮ࣟルし

なくてはならないのにできない」といった制御

不能性や༴㝤性に㛵するࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知

的信念が強められると考えられる。したがって，

「タࣉ࢖ 1」の心配から思考制御のᚲ要性に㛵

する信念を経て，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念

の活性໬に至るࢭࣟࣉスを᝿定することができ，

GAD 傾向の㧗い人のメタ認知モデルのࢭࣟࣉ

スと GAD 傾向のపい人のモデルのࢭࣟࣉスの

㐪いが，GAD の発症・⥔持に影響を୚えている

ྍ能性がある。 

௨上のことから，本研究では➨ 1 に，GAD の

メタ認知モデルにおける「タࣉ࢖ 1」の心配と

なメタ認知的信念の間に思考制御のࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ

ᚲ要性に㛵する信念を⤌ࡳ㎸ࢇだሙྜ，モデル

の適ྜ度が㧗まるのかどうか検討することを目

的とした。➨ 2 に，上グのメタ認知モデルにお

ける変数間の㛵連性が，調ᰝ対㇟者の GAD 傾

向の㧗పによってどのように異なるのかを検討

することを目的とした。これに基づき，௨ୗの

仮説を立てることとする。 
仮説 1. 思考制御のᚲ要性に㛵する信念を⤌

だメタ認知モデル (Figure 1) を作成しࢇ㎸ࡳ

たとき，༑ศな適ྜ度がᚓられる。仮説 2. 「タ

ࣉ࢖ 1」の心配から思考制御のᚲ要性に㛵する

信念を経てࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念の活性

໬に至るࢭࣟࣉスの進ࡳ᪉は，GAD 傾向の㧗ప

に影響を୚えている。したがって，Figure 1 に

おいて，GAD 傾向ప群，㧗群でẚ㍑した結果，

Figure 1 におけるኴ⥺▮༳の㒊ศ (「タࣉ࢖ 1」
の心配から思考制御のᚲ要性に㛵する信念，思

考制御のᚲ要性に㛵する信念からࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな

メタ認知的信念の 2 つの㒊ศ) において群間に

᭷意差が示される。 
なお，本研究は大学生を対㇟に調ᰝを行った

ものである。一⯡に，非⮫ᗋࣉࣥࢧルにおいて

は，⮫ᗋࣉࣥࢧルにẚべると精神症状の程度は

軽いが，疾患の予防という観Ⅼからすると軽症

のࣉࣥࢧルを対㇟とした研究もᚲ要とᣦ᦬され

ている (ᆏ本, 2007)。また，GAD 症状について

は，⮫ᗋࣉࣥࢧルと非⮫ᗋࣉࣥࢧル間の連続性

がඛ行研究で支持されているため (Ruscio & 
Borkovec, 2004)，本研究においても非⮫ᗋ群で

ある大学生を対㇟に調ᰝを行った。 
 

᪉ ἲ 
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早稲田大学人間科学㒊に㏻学する学生 518 ྡ

を対㇟に㉁問⣬調ᰝを実᪋した。ᅇ཰した調ᰝ

デ࣮タからグ入₃れ➼のあったものを㝖እし，

᭷ຠᅇ⟅ 238 ྡ (男性 96 ྡ，ዪ性 142 ྡ: ᖹᆒ

ᖺ㱋 20.16 ṓ, SD = 1.32, ᭷ຠᅇ⟅⋡ 46.20 %) 
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౑用した。このᅗを Figure 2 に示す。 
2. GAD 傾向ప群，㧗群におけるྛモデルの変

数の影響性の検討 
Figure 2 のモデルᅗを用いてྛ群でそれࡒれ

ඹศᩓᵓ㐀ศᯒを行い，それࡒれ GAD 傾向ప

群，㧗群のメタ認知的信念が「タࣉ࢖ 2」の心

配に影響を及ぼす一連の過程を検討した。᭱ึ

に，㐪いの㝿立つ GAD 傾向の㧗群とప群を人

数に೫りがないようにᵓ成するため，GAD-7 の

ྜィᚓⅬのୗ఩ 30%の者を GAD 傾向ప群，上

఩ 30%の者を GAD 傾向㧗群とした群ศけを行

った。その結果，GAD 傾向ప群は 73 ྡ (男性
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50ྡ; GAD-7のᖹᆒ = 8.76, SD = 2.93) となっ

た。ḟに GAD 傾向ప群，㧗群で Figure 2 のモ

デルを用いて，ඹศᩓᵓ㐀ศᯒを行った。この

ゎᯒ結果を Figure 3 に示す。GAD 傾向ప群で

は，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念から「タࣉ࢖

2」の心配への影響は᭷意ではなかった。一᪉，

GAD 傾向㧗群では，࣏ なメタ認知的信ࣈ࢕ࢸࢪ

念から「タࣉ࢖ 1」の心配への影響は᭷意では 
なかったが，それ௨እの඲てのࣃスは᭷意であ

った。 
3. GAD 傾向ప群，㧗群のモデル間における᭷

意差の᭷↓の検討 
GAD 傾向ప群，㧗群においてࣃスಀ数に᭷意

な㐪いがあるかどうか検討するため，➼್制⣙

をㄢさないモデル (モデル 1) と，඲てのࣃスに

➼್制⣙をㄢすモデル (モデル 2) をタ定し，多

ẕ㞟ᅋ同時ศᯒを行った。GFI, AGFI, RMSEA
をモデル適ྜ度のᣦᶆとし，AIC (Akaike’s 
Information Criertion) をモデルの᥇ᢥのᣦᶆ

とした。このᣦᶆに㛵しては，」数のモデルを

ẚ㍑する時に，ᑠさな್をྲྀるもの程Ⰻいとさ

れる (ᑠሷ, 2007)。モデルの適ྜ度を⟬ฟした

結果，௨ୗの結果がᚓられた(モデル 1 : GFI 
= .95, AGFI = .86, RMSEA = .09, モデル 2: 
GFI = .93, AGFI = .86, RMSEA = .09)。また，

モデル᥇ᢥのᣦᶆである AIC の್において，モ

デル 1 の᪉がモデル 2 よりపい್を示したこと

から (モデル 1: AIC = 61.95; モデル 2: AIC = 
63.42)，モデル 1 を᥇ᢥした。௨上のことから，

GAD 傾向ప群，㧗群でࣃスಀ数に᭷意差がある

ことが示された。続いて，GAD 傾向ప群，㧗群

の୧群間でࣃラメ࣮タ間の差に㛵する検定を行 

 
Figure 2 ᭱⤊的に᥇用したモデルᅗ 

 

 
Figure 3 GAD 傾向ప群・㧗群のメタ認知モデル 
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った。その結果，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念

からタࣉ࢖ 2 の心配において群間でࣃスಀ数に

᭷意差が示された (GAD 傾向ప群: β = .20, 
n.s. ; GAD 傾向㧗群: β = .67, p < .001; z = 2.61, 
p < .001)。その௚のࣃスಀ数には，群間で᭷意

差は示されなかった。 
 

⪃ ᐹ 

 

本研究の目的は，ձ思考制御のᚲ要性に㛵す

る信念をྵめた Figure 1 のモデルの適ྜ度を

検討すること，ղGAD 傾向ప群，㧗群にศけた

ሙྜ，作成したメタ認知モデルにおける変数間

の㛵連性が୧群間でどのように異なるのかを検

討することであった。 

ඹศᩓᵓ㐀ศᯒの結果，本研究で᪂たに作成

したモデルにおいて概ねⰋዲな適ྜ度を示した

ものの，⿵㊊的に Wells (1995) のモデルの適ྜ

度を検討した結果，Wells のモデルの᪉がᮃま

しい್を示した  (GFI = .97, AGFI = .90, 
RMSEA = .13)。本研究でྲྀり上ࡆた MCQ-30
のୗ఩ᑻ度である「思考制御のᚲ要性に㛵する

信念」とは，その඲㡯目が，MCQ (65 㡯目から

なる原∧ ) のୗ఩ᑻ度である㏞信的信念 
(Superstiton, Punishment and Responsibility: 
SPR) にྵまれるものである。SPR とは，思考

制御のᚲ要性や「あることを考えていないと⨩

があたるかもしれない」➼といった，思考に㛵

する㏞信，⨩，㈐௵性をྵࡴ㏻常の思考につい

てのࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな信念であり，ある考えをもつ

ことによって㉳こるࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな結果と，その

結果を防ࡈうという㈐௵感に㛵連しているとさ

れる (Cartwright-Hatton & Wells, 1997)。そし

て，思考制御のᚲ要性に㛵する信念によって心

配を抑制しようとすることはかえって心配を増

ᖜしてしまうということがᣦ᦬されている 
(Clark, Bell, & Pape, 1991; Wegner, Schneider, 
Carter, & White, 1987)。さらに，GAD 患者は

ク障ᐖなどの௚の不Ᏻ障ᐖを᭷する患者ࢵࢽࣃ

や非⮫ᗋ群とẚ㍑して，制御不能性，༴㝤性の

信念にຍえて SPR が㧗いことが示されている 
(Wells & Carter, 2001)。そこで，「思考制御の

ᚲ要性に㛵する信念」を⤌ࡳ㎸ࢇだモデルの᪉

が，適ྜ度が㧗まるという仮説を立てたが，本

研究ではその仮説は支持されなかった。GAD の

メタ認知モデルにおいて，思考制御のᚲ要性に

㛵する信念がどのように఩置づけられ，結果と

して GAD 傾向の㧗పに影響を୚えているのか

は，SPR にྵまれるṧりの㡯目や௚の変数など

もྵめて，よりヲ⣽に検討していくことが௒ᚋ

のㄢ題であると考える。 
GAD 傾向ప群，㧗群におけるメタ認知モデル

の群間差については，まࡎ，群間で᭷意差がࡳ

られると予᝿していた「タࣉ࢖ 1」の心配から

思考制御のᚲ要性に㛵する信念へのࣃスと，思

考制御のᚲ要性に㛵する信念からࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな

メタ認知的信念へのࣃスについては，どちらの

スにもࣃ GAD 傾向ప群，㧗群の間で᭷意差は

示されなかった。したがって，「タࣉ࢖ 1」の心

配から「思考制御のᚲ要性に㛵する信念」を経

てࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念の活性໬に至る

᪉は，GADࡳスの進ࢭࣟࣉ 傾向ప群，㧗群で変

わらないことが᥎ᐹされる。ḟに，GAD 傾向㧗

群では，࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメタ認知的信念から「タ

ࣉ࢖ 1」の心配へのࣃスが᭷意ではなかった。

したがって，࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメタ認知的信念から

思考制御のᚲ要性に㛵する信念をたどるࢭࣟࣉ

スが考えられる。一᪉，GAD 傾向ప群に㛵して

は，࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメタ認知的信念から「タࣉ࢖

1」の心配へのࣃスは᭷意であった。したがって，

GAD 傾向㧗群では，(1)࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメタ認知

的信念から思考制御のᚲ要性に㛵する信念の経

㊰をたどるࢭࣟࣉスと，(2)「タࣉ࢖ 1」の心配

から思考制御のᚲ要性に㛵する信念の経㊰をた

どるࢭࣟࣉスの 2 ㏻りのࢭࣟࣉスをたどること

が考えられる。また，ྛ ಀ数の್をẚ㍑すると，

「タࣉ࢖ 1」の心配が思考制御のᚲ要性に㛵す

る信念に及ぼす影響の᪉がࣃスಀ数の್が大き
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いことから (ྛ β = .32, β = .40)，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな

メタ認知的信念は (1) よりも (2) のࢭࣟࣉス

の影響を大きくཷけることが示唆された。Wells 
(1995) の GAD のメタ認知モデルによると，

GAD 患者はストレスやࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな侵入思考

が生じると，心配に㛵する࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメタ認

知的信念が活性໬し，ストレスや侵入思考への

対処᪉␎として「タࣉ࢖ 1」の心配を行うとさ

れているが，௒ᅇ思考制御のᚲ要性に㛵する信

念を考៖したሙྜ，࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメタ認知的信

念が┤᥋「タࣉ࢖ 1」の心配を強めることなく，

心配に㛵するࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念が活

性໬されるྍ能性が示唆された。 
一᪉で，GAD 傾向ప群，㧗群で᭷意差が見ら

れたࣃスは，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念から

「タࣉ࢖ 2」の心配への影響性であった。GAD
傾向ప群において，上グのࣃスは᭷意でなかっ

たことから，GAD 傾向ప群においては࢕ࢸ࢞ࢿ

ࣉ࢖なメタ認知的信念は「タࣈ 2」の心配に影

響を及ぼさないことが示唆された。一᪉で，

GAD 傾向㧗群ではこの㒊ศのࣃスは᭷意であ

った。௨上のことから，GAD 傾向の㧗పに影響

を୚えるのはࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念から

「タࣉ࢖ 2」の心配への影響性であることが示

唆された。ඛ述したように，従᮶は GAD への

⛣行において᭱も重要なことはࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメ

タ認知的信念の活性໬であることが示唆されて

いる (Wells, 2009)。ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信

念が活性໬されると，心配することを心配し，

不Ᏻと対処不能であるという気持ちを増大さࡏ

てしまうとされている (Wells, 1995)。また，

GAD 患者はࢵࢽࣃク障ᐖやうつ⑓➼の患者と

ẚべて，「タࣉ࢖ 2」の心配とࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ

認知的信念をྵࣈ࢕ࢸ࢞ࢿࡴなメタ認知が㧗い

ことがᣦ᦬されている (Wells & Carter, 2001)。
本研究の結果と௨上の知見を考えྜわࡏると，

なメタ認知的信念がある程度௨上のࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ

強さになると，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念が

「タࣉ࢖ 2」の心配をᘬき㉳こす機能がᛴ⃭に

大きくなるྍ能性が考えられる。そのሙྜ，問

題となるのはࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念より

も「タࣉ࢖ 2」の心配の活性໬の᪉であるとい

うことになるため，௒ᚋの研究では，「タ2ࣉ࢖」
の心配に影響を及ぼす要因の᪉に↔Ⅼをᙜてて

検討を῝めるᚲ要がある。さらに，本᮶の Wells
のモデルでは，「タࣉ࢖ 2」の心配のᚋに感᝟，

行動，思考制御といった GAD 症状に┦ᙜする

変数が配置されそこから上ὶの変数に影響が及

スが᝿定されている。例えば，心配のࢭࣟࣉࡪ

ト࣮ࣜ࢞を抑制しようとしたりᅇ㑊したりする

など，ᙺに立たない対処行動を行うことによっ

てࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念がᙧ成あるいは

活性໬されることが考えられる。したがって，

タࣉ࢖ 2 の心配よりもඛにある変数も⤌ࡳ㎸ࢇ

でモデル໬することで，GAD 群に特᭷の変数間

の㛵りやそのメ࢝ࢬࢽムを᫂らかにできるྍ能

性がある。 
௨上より，本研究では，「タࣉ࢖ 1」の心配か

ら「思考制御のᚲ要性に㛵する信念」を経てࢿ

ࣟࣉなメタ認知的信念の活性໬に至るࣈ࢕ࢸ࢞

スにはࢭ GAD 傾向ప群，㧗群では᭷意差がな

かった一᪉で，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなメタ認知的信念か

ら「タࣉ࢖ 2」の心配の活性໬に至るࢭࣟࣉス

に GAD 傾向ప群，㧗群の間で᭷意差があるこ

とが示された。本研究においては，思考制御の

ᚲ要性に㛵する信念は「タࣉ࢖ 1」の心配とࢿ

なメタ認知的信念との間に入る変数でࣈ࢕ࢸ࢞

あると予᝿したが，本研究のモデルの適ྜ度が

従᮶のモデルよりもᑠさかったことから，思考

制御のᚲ要性に㛵する信念のモデルෆの఩置づ

けを෌検討するとともに，思考制御のᚲ要性に

㛵する信念の௚にも，SPR にྵまれる௚の信念

もྵめて検討していくことがᚲ要であると考え

る。さらに௒ᅇは，GAD の発症に重要とされる

なメタ認知的信念の活性໬に↔Ⅼをࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ

あててモデルᅗを作成したため，Wells のモデ

ルで࢘࢔ト࢝ムとしてタ定されている，行動，

感᝟，思考抑制といった変数はᢅわࡎ，「タࣉ࢖
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メタ認知的信念は (1) よりも (2) のࢭࣟࣉス

の影響を大きくཷけることが示唆された。Wells 
(1995) の GAD のメタ認知モデルによると，

GAD 患者はストレスやࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな侵入思考
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Abstract 
 

Activation of negative metacognitive belief is substantial in the metacognitive model 
of Generalized Anxiety Disorders (GAD) developed by Wells. However, no studies have 
investigated how the “Type 1” worry activates the function of negative metacognitive 
belief. Therefore, we examined the following two things below; First, whether the need 
to control thoughts impacts the activation of negative metacognitive belief from “Type 
1” worry. Second, whether it is associated with GAD tendencies, by incorporating it into 
the metacognitive model of GAD. We used multi-population simultaneous analysis by 
dividing participants into two groups: low and high tendency toward GAD. The result 
indicated that there was a significant difference in the pathway from negative belief to 
“Type 2” worry between groups. Therefore, the data suggest that the infection from 
negative metacognitive belief to “Type 2” worry has greater impact on the tendency 
toward GAD than that of the need to control thoughts on negative metacognitive belief. 

 
Key words: generalized anxiety disorder (GAD), metacognitive model, the belief about 

need to control thoughts, Multi-population simultaneous analysis 
 

 
 
 
 

 

 

Wells, A. (2005). The metacognitive model of 
GAD: Assessment of   meta-worry and 
relationship with DSM-IV generalized 
anxiety disorder. Cognitive Therapy and 
Research, 29, 107-121. 

Wells, A. (2009). Metacognitive therapy for 
anxiety and depression. The Guilford 
Press (࢚ࣥ࢔ࣜࢻ࢖・࢙࢘ルࢬ, ⇃野ᏹ

᫛・௒஭ṇྖ・ቃ Ἠὒ (┘ヂ) (2012). メ
タ認知療ἲ̿うつと不Ᏻの᪂しい࣮ࢣスࣇ

࢛࣮࣑ࣗレ࣮̿ࣥࣙࢩ日本ホㄽ♫) 
Wells, A., & Carter, K. (1999). Preliminary 

tests of a cognitive model of generalized 
anxiety disorder. Behaviour Research 
and Therapy, 37, 585-594. 

Wells, A., & Carter, K. (2001). Further tests of 
a cognitive model of generalized anxiety 
disorder: Metacognitions and worry in 
GAD, panic disorder, social phobia, 

depression, and nonpatients. Behavior 
Therapy, 32, 85-102. 

Wells, A., & Cartwright-Hatton, S. (2004). A 
short form of the metacognitions 
questionnaire: properties of the MCQ-30. 
Behaviour Research and Therapy, 42, 
385–396. 

Wittchen, H. U. (2002). Generalized anxiety 
disorder: Prevalence, burden, and cost to 
society. Depression and Anxiety, 16, 
162-171. 

ᒣ田ᑦᏊ・㎷ᖹ治㑻 (2007). ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな思考

へのメタ認知及ࡧそのࣥࢥト࣮ࣟル᪉␎ 
(2) Metacognitions Questionnaire 及ࡧ

Thought Control Questionnaire 日本ㄒ∧

の作成 日本心⌮学఍➨71ᅇ大఍発⾲ㄽᩥ

㞟, 960. 
    (Yamada, N., & Tsuji, H.) 
  

岸野・富田・熊野：全般性不安障害のメタ認知モデルと思考制御の必要性に関する信念の関連

―�87�―


